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新

学

期

が

は

じ

ま

り

、

学

校

に

子

ど

も

た

ち

の

歓

声

が

戻

っ

て

き

た

！

と

書

き

た

い

と

こ

ろ

で

す

が

、

長

引

く

マ

ス

ク

生

活

で

ま

だ

そ

う

も

い

か

な

い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

夏

の

甲

子

園

大

会

優
勝
校

の
先
生

が
「

青
春

っ

て

す

ご

く

密

な

の

で

」

と

い

う

よ

う

に

、

子

ど

も

時

代

の

一

日

は

と

て

も

長

く

濃

密

で

す

。

そ

の

一

日

を

充

実

で

き

る

よ

う

に

教

職

員

の

奮

闘

す

る

日

々

が

は

じ

ま

り

ま

し

た

▼

政

界

で

は

、

コ

ロ

ナ

感

染

症

な

ら

ぬ

統

一

協

会

（

旧

統

一

教

会

）

汚

染

が

最

大

与

党

で

蔓

延

し

て

い

ま

す

。

こ

の

汚

染

は

、

人

の

人

生

を

食

い

物

に

し

て

い

る

団

体

を

応

援

し

た

り

応

援

さ

れ

た

り

の

汚

染

で

す

。

民

主

政

治

を

根

本

か

ら

腐

ら

せ

ま

す

▼

と

こ

ろ

が

、

端

を

発

し

た

元

首

相

の

汚

染
を
調

査
せ
ず

に
「

国
葬

」

と

は

甚

だ

笑

止

千

万

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

こ

れ

で

は

民

主

主

義

を

守

る

ど

こ

ろ

か

破

壊

で

す

。

こ

れ

も

道

徳

の

教

科

化

を

推

し

進

め

た

元

首

相

の

本

意

か

▼

ど

う

や

ら

新

学

期

も

マ

ス

ク

を

し

な

が

ら

言

わ

ず

に

は

い

ら

れ

な

い

よ

う

で

す

。

交

渉

権

が

あ

る

の

は

組

合

だ

け

で

す

。

節

度

と

道

理

を

も

っ

て

自

然

体

で

や

り

ま

し

ょ

う

（

お

）

今
月

27
日
に
予

定
し
て

い

る
安

倍
元

首

相
の

「
国

葬

」

に
対

す
る

国

民
の

怒
り

が

沸

騰
し

て
い

ま

す
。

「
国

葬

」

中
止

を
求

め

る
署

名
に

短

期

間
に

４
０

万

人
以

上
の

人

よ

り
寄

せ
ら

れ

て
い

る
そ

う

で

す
。

主
要

メ

デ
ィ

ア
の

行

っ

た
世

論
調

査

の
す

べ
て

で

、

「
反

対
」

「

評
価

し
な

い

」

が
過

半
数

に

な
っ

て
い

ま

す
。

「

国
葬

」

は
「

法
の

下

の

平
等

」
「

思

想
・

良
心

の

自

由
」

に
反

し

憲
法

違
反

で

す
。

な
ぜ
安
倍
氏
に
だ
け
「
国
葬
」

を
実

施
す

る

の
か

合
理

的

理

由
を

示
し

て

い
ま

せ
ん

。

首

相
は

「
故

人

に
対

す
る

敬

意

と
弔

意
を

国

全
体

で
表

す

儀

式
」

と
述

べ

ま
し

た
が

、

国

民
全

体
に

対

し
て

弔
意

の

強

制
に
な
り
ま
す
。
２.

５
億
円

と
い
う
費
用
は
１
６.

６
億
円

に
跳

ね
上

が

り
、

明
確

な

積

算
根

拠
も

国

会
の

議
決

も

な

く
、

さ
ら

に

膨
れ

上
が

る

の

は
必

至
と

い

わ
れ

て
い

ま

す
。

そ

の
う
え

、
反

社
会

的
カ

ル
ト
集

団
の

統
一

協
会

と
故
安

倍
元

首
相

を
は

じ
め
自

民
党

と
の

癒
着

問
題
も

不
信

と
怒

り
を

広
げ
ま

す
。

霊
感

商
法

や
集
団

結
婚

式
な

ど
の

被
害
を

広
げ

た
統

一
協

会

と
自

民
党

が

深
い

関

係
に

あ

る
の

は
、

自

民
党

に

は
政
治
的
利
用
価
値
が
あ
り
、

教
団

の

側
に

は
広

告

塔
と

し

て
利

用

し
て

き
た

持

ち
つ

持

た
れ

つ

の
最

悪
の

関

係
が

深

刻
な

被

害
を

広
げ

て

き
た

と

い
え
ま
す
。

埼

教

組
本

部
は

県

教
委

に

対
し

て

「
弔

旗
掲

揚

等
、

弔

意
の

表

明
を

強
制

し

な
い

よ

う
に

求

め
る

要
請

」

を
行

い

ま
し

た

。
支

部
・

単

組
も

該

当
す

る

市
町

村
教

育

委
員

会

へ
同

様

の
要

請
を

行

い
ま

し

た

。

校

長

に

対

し

て

も

、

「
子

ど

も
と

教
職

員

に
弔

意

表
明

を

強
要

し
な

い

こ
と

」

を
求

め

る
要

請
に

と

り
く

ん

で
い

ま

す
。

す
べ

て

の
学

校

は
、

子

ど
も

た
ち

の

人
権

を

尊
重

し

、
幸

せ
に

な

る
権

利

を
最

大

に
保

障
し

な

く
て

は

な
り

ま

せ
ん

。
「

国

葬
」

は

国
民

や

子
ど

も
た

ち

の
自

由

と
人

権

を
踏

み
に

じ

り
、

民

主
主
義
を
壊
す
も
の
で
す
。

ど
う
し
て「
国
葬
」
？

怒
！
怒
！
怒
！

人
事
院

は
８
月
８
日
、

政
府
と
国
会

に
対
し

て
国
家
公

務
員
の
給
与
に

関
す
る
勧
告

と
人
事

管
理
に
関

す
る
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

以
下
、

概
要
を
お
示
し
し
ま
す
。

①
公
務
よ

り
も
民
間
が

９
２
１
円
（

０
．
２

３
％
）
上
回
る


３
年

ぶ
り
の
月
例
給

改
善
、
３
０

歳
代
半

ば

ま

で
の

若
年

層
の

み
棒

給
表

引
き

上

げ
。

②
一
時
金

は
民
間
の
方

が
０
．
１
１

月
分
上

回
る


一
時

金
は
０
．
１
月

分
、
勤
勉
手

当
の
引

き
上
げ

③
人
材
の
確
保
・
育
成
・
人
事
管
理
の
推
進


採
用

試
験
の
見
直
し

（
実
施
時
期

の
前
倒

し

、

試
験

地
追

加
、

合
格

有
効

期
間

の

延
伸
、
そ
の
他
）


民
間
と
の
人
材
交
流
の
円
滑
化


研
修
を
通
じ
た
人
材
の
育
成


能
力
実
績
に
基
づ
く
人
事
管
理
の
推
進
等

④
勤
務
環
境
の
整
備


長
時

間
過
密
労
働
に

つ
い
て
、
超

過
勤
務

時

間

の
適

正
な

管
理

を
指

導
す

る
な

ど

の

対

策
。

業
務

量
に

応
じ

た
定

員
・

人

員
確
保
の
必
要
性
を
指
摘
。


テ

レ
ワ
ー
ク
等

の
柔
軟
な
働
き

方
に
対
応

し
た

勤
務

時
間

の
検

討
（

本

年
度

を
目

途
に

結
論

を
得

る
べ

く
研

究

会
で

引
き

続
き
検
討
）


健

康
づ
く
り
の

推
進
（
健
康
管

理
体
制
の

充
実
を
検
討
す
る
た
め
実
態
調
査
）


仕

事
と
生
活
の

両
立
支
援
（
不

妊
治
療
に

つ
い

て
周

知
啓

発
、

介
護

休

暇
や

自
己

啓
発

等
休

暇
制

度
な

ど
に

係

る
調

査
研

究
）


ハ

ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
（
管

理
職
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
を
図
る
）

⑤
６

０
歳
前
か
ら
の

給
与
カ
ー
ブ

や
地
域
手

当
を

は
じ

め
基

本
給

を
補

完

す
る

諸
手

当
の

見
直

し
に

つ
い

て
言

及

（
給

与
制

度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）


令

和
５
年
夏
に

具
体
的
な
措
置

に
つ
い
て

の
骨
格
案


令
和
６
年
に
措
置
の
成
案
・
施
策


定

年
引
き
上
げ

が
完
成
す
る
令

和
１
３
年

３
月
を
見
据
え
た
、
さ
ら
な
る
措
置


生
活
改
善
に
目
を
向
け
な
い
勧
告


中
高
年
層
の
棒
給
表
は
手
つ
か
ず


生
計
費
原
則

無
視
（
物
価

上
昇
は
２
％
を

超
え
て
い
る
）


一
時
金
は
過

去
２
年
間
で

、
０
．
２
月
も

マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る


再
任
用
の
一

時
金
上
げ
幅

は
０
．
０
５
月

（
月
例
給
が
下
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
）


会
計
年
度
任

用
職
員
の
一

時
金
上
げ
幅
は
、

な
ん
と
０
月
（
勤
勉
手
当
が
な
い
か
ら
）


行
う
べ
き
は
人
員
増


再
任
用
者
の
処
遇
に
つ
い
て
改
善
点
な
し


定
年
引
上
げ

に
伴
う
給
与

の
引
下
げ
に
改

善
点
な
し


定
年
前
、
同

じ
仕
事
で
６

０
歳
を
超
え
る

と
７

割

に
減

額
さ

れ
る

な
ど

、
あ

り
得

な
い


号
給
の
ば
し

を
行
い
改
善

、
給
与
カ
ー
ブ

の
見
直
し
な
ど
論
外


地
域
手
当
の
改
善
な
し


不
妊
治
療
・

育
児
・
子
育

て
休
暇
の
さ
ら

な
る
拡
充
を


会
計
年
度
任

用
職
員
の
待

遇
に
つ
い
て
改

善
点
な
し

今
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
や
円

安
に
よ
る
諸
物

価
の
急
激
な
高
騰

が
わ
た
し
た

ち
の
家
計
を
直

撃
し
、
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
す
ら
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。

国
で
、
人
事
院

勧
告
が
国
家

公
務
員
の
給
与

に
関
す
る
勧
告
を

す
る
の
と
同

様
に
、
埼
玉
県

で
は
埼
玉
県
人
事

委
員
会
が
、

さ
い
た
ま
市
で

は
さ
い
た
ま
市
人

事
委
員
会
が

、
我
々
の
給
与

に
関
す
る
勧
告
を

行
い
ま
す
。

人
事
院
勧
告
に

追
随
す
る
こ
と
な

く
、
勧
告
が

行
わ
れ
る
こ
と

が
大
事
で
す

。
独
立
性
・
中

立
性
を
十
分

確
保

し
、
生
活
実

態
を
踏
ま
え
、

今
こ
そ
生
計

費
原

則
に
も
と
づ

く
大
幅
な
賃
上

げ
を
行
う
と

と
も

に
、
抜
本
的

な
定
数
増
及
び

そ
れ
に
基
づ

く
人

員
増
を
行
い

、
労
働
条
件
を

改
善
し
て
長

時
間

過
密
労
働
を

解
消
す
る
よ
う

な
勧
告
を
求

め
ま

す
。こ

の
間
、

地
公
労
は
、
埼

玉
県
人
事
委

員
会

に
「
２
０
２

２
年
度
人
事
委

員
会
勧
告
に

関
す

る
重
点
要
求

書
」
を
、
さ
い

た
ま
市
教
組

は
、

さ
い
た
ま
市

人
事
委
員
会
に

「
適
切
な
調

査
に

基
づ
く
勧
告

等
に
関
す
る
要

求
書
」
を
そ

れ
ぞ

れ
提
出
し
、

交
渉
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま

た
、

「
抜
本
的
な

生
活
改
善
に
つ

な
が
る
勧
告

を
求

め
る
要
求
書

名
（
埼
玉
県
人

事
委
員
会
宛

て
賃

金
署
名
）
」

に
も
と
り
く
ん

で
い
ま
す
。

本
部

に
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

９
月
１
２

日
に
は
、
地
公

労
に
よ
る
埼

玉
県

人
事
委
員
会

交
渉
を
行
い
ま

し
た
。
埼
教

組
・

埼
高
教
か
ら

は
、
「
多
忙
化

解
消
と
賃
金

・
諸

手
当
の
改
善

な
し
に
、
教
員

不
足
は
改
善

さ
れ

な
い
」
「
学
校
の
多
忙
化
が
解
消
さ
れ
な
い
と
、

教
育
力
が
低

下
す
る
」
「
未

配
置
・
未
補

充
の

問
題
は
喫
緊

の
課
題
」
「
臨

時
任
用
の
事

務
職

員
・
栄
養
職

員
の
複
数
年
配

置
を
」
な
ど

、
訴

え
ま
し
た
。

今
後
、
埼

玉
県
と
さ
い
た

ま
市
の
人
事

委
員

会
、
教
育
委

員
会
と
の
交
渉

な
ど
、
と
り

く
み

が
進
め
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
み

な
さ
ん
、
ご

参
加

い
た
だ
き
職

場
の
声
を
届
け

て
く
だ
さ
い

。
今

後
も
、
職
場

に
組
合
の
風
を

吹
か
せ
、
運

動
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

過
酷
な
労
働
実
態
や
物
価
高
騰
を

無
視
し
た
不
当
な
勧
告

・
３
年
ぶ
り
の
月
例
給
改
善
も
、
若
年
層
の
み

・
一
時
金
は
わ
ず
か
0
.
1
月
の
改
善

今
こ
そ
生
計
費
原
則
で
、

抜
本
的
な
待
遇
改
善
を

職
場
に
組
合
の
風
を

２
０
２
２
人
事
院
勧
告
の
問
題
点
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大宮/マイクを握り、熱い訴え

安
倍
元
首
相
の
「
国
葬
」
は
、
子

ど
も
ら
へ
の
影
響
も
大
で
す
。
来
年

は
小
学
校
の
教
科
書
採
択
の
年
で
す

。

「
国
葬
」
と
安
倍
元
首

相
の
記
述
は
か
な
り
の

紙
面
を
占
め
る
で
し
ょ

う
。
安
倍
元
首
相
へ
の
賛
美
と
礼
賛

は
誤
っ
た
歴
史
認
識
を
植
え
付
け
る

結
果
と
な
り
ま
す
。
が
、
「
教
育
基

本
法
」
を
変
え
、
安
保
関
連
法
を
は

じ
め
と
す
る
「
戦
争
を
す
る
国
」
づ

く
り
と
「
森
友
」
「
加
計
」
「
桜
を

み
る
会
」
で
政
治
を
私
物
化
し
た
事

実
を
消
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

安
倍
元
首
相
の
訃
報
に
際
し､

す

ぐ
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
中
村
哲
医

師
で
す
。
同
じ
凶
弾
に
倒
れ
た
彼
の

生
き
方
と
功
績
は､

安
倍
元
首
相
と

は
対
極
に
あ
る
か
ら
で
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン

で

35
年
に
渡
り
、
病
や
貧
困
に
苦
し

む
人
々
に
寄
り
添
い
続
け
た
、
医
師
・

中
村
哲
。
戦
火
の
中
で
病
を
治
し
、

井
戸
を
掘
り
、
用
水
路
を
建
設
し
ま

し
た
。

ま
た
国
会
で
憲
法
に
つ
い
て
も
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

「
武
器
な
ど
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
、

平
和
を
具
現
す
る
。
そ
れ
が
具
体
的

な
形
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
が
日

本
と
い
う
国
の
平
和
憲
法
、
９
条
で

す
よ
。
そ
れ
を
現
地
の
人
た
ち
も
分

か
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
。
（
中

略
）
９
条
が
あ
る
か
ら
、
海
外
で
は

こ
れ
ま
で
絶
対
に
銃
を
撃
た
な
か
っ

た
日
本
。
そ
れ
が
、
ほ
ん
と
う
の
日

本
の
強
み
な
ん
で
す
」
彼
の

活
動
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
が
上
映
さ
れ
ま

す
。
（

10
月
2
日

10
時
30
分

14
時
埼
玉
会
館
）
な
ぜ
医
者
が
井

戸
を
掘
り
、
用
水
路
を
建
設
し
た
の

か
？
そ
し
て
中
村
は
何
を
考
え
、
何

を
目
指
し
た
の
か
？
あ
ら
た
め
て
学

び
た
い
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い

。

（
事
務
局
長

山
内
芳
衛
）

教育文化

研究所
コーナー

ア
ベ
政
治
の
対
極
に
あ
る
も
の

教育のつどい「全国集会」

が８/１８～２１に高知市で

行われました。オンライン

参加も含めて、全国から４

０００人が参加しました。

埼教組からは、司会者５人、

レポーター１１人、一般参

加２６人が参加し、実り多

い教育研究会となりました。

なお、評判の高い開会全体

集会と記念講演（田中優子

さん「多様性を包み込む社

会へ」）について、

下記のように「見逃し配信」

を設定しました。ご活用く

ださい。

▼配信URL（YouTube）
⇒https://
youtu.be/

8rU7CIpu4mg

▼配信期間

9月30日（金）24:00まで

２年以上続くコロナ禍

のもと、子どもたちの成

長・発達、心身への影響

が心配です。子どもたち

のいのちと健康を守り、

学びを保障していくため

には、国による教育予算

の増額＝教育条件の改善

が欠かせません。今年の

教育署名の重点要求は、

教員不足を解消する教職

員の大幅増員、給食費無

償や高校生タブレットの

公費負担による父母負担

の軽減、などです。

防衛予算を２倍化させ

て周辺諸国を緊張させる

よりも、所得格差を克服

してすべての子どもにゆ

きとどいた教育を保障す

る教育予算の充実こそ、

多数の国民の声です。国

会に、県議会に、私たち

の声を署名にして、届け

ましょう。

９月１１日（日）、３

年ぶりにスタート宣伝行

動を県内四駅で行いまし

た。

※今後の予定※

・県への要請集会

１１月２２日（火）

１６：１５～

県庁第３庁舎

・教育署名の最終集約

１１月末までに

埼教組本部に届けてく

ださい。

教育予算より防衛予算の方が多いなんてイヤ！

～ 子どもは未来の宝 ～

「

教

師

の

専

門

性

と

は

」

「
教

材

の
本

質

が
わ

か

る
こ

と
」

「

子
ど

も

と
ど

う

学
び

を
つ

く

る
か

」

高
知

で

の
教

育
の

つ

ど
い

で

は
、

活

発
な

議
論

が

交
わ

さ

れ
ま

し

た
。

私

は

数
学

教

育
分

科

会
に

レ
ポ

ー

タ
ー

、

司
会

者

と
し

て
参

加

し
、

全

国
の

仲

間
と

つ
な

が

り
語

り

合
う

大

切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
レ
ポ
ー
タ
ー

の
息
づ
か
い
、
表
情
、
教
材
・

教
具

な

ど
か

ら

教
室

の

光
景

が
目
に

浮
か
ん

で
き
ま

し
た

。

対
等

で

温
か

な

雰
囲

気

の
議

論
か

ら

本
質

が

見
え

て

き
ま

す
。数

学

の
歴

史

は
、

紐

解
く

と
人

間

の
生

活

を
よ

り

豊
か

に
し

よ

う
と

発

展
し

て

き
ま

し
た

。

実
践

を

レ
ポ

ー

ト
に

ま
と

め

る
の

は

大
変

な

作
業

で
す

が

、
子

ど

も
の

発

言
・

認
識

か

ら
教

材

の
理

解

が
深

ま
り

、

豊
か

な

学
び

に

つ
な

が
る

の

で
す

。

こ
れ

ら

は
書

籍
や

イ

ン
タ

ー

ネ
ッ

ト

で
は

で
き
な
い
こ
と
で
す
。

十

一

月
に

は

、
教

育

の
つ

ど
い
埼

玉
集
会

が
あ
り

ま
す

。

日
常

の

教
室

で

の
ド

ラ

マ
を

レ
ポ

ー

ト
に

し

て
、

分

科
会

で
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
き
っ

と
子

ど

も
の

「

で
き

る

よ
う

に
な

り

た
い

」

「
わ

か

り
た

い
」

願

い
に

応

え
る

ヒ

ン
ト

に
出
会
え
る
は
ず
で
す
。

子どもを真ん中に、

学び・語り・交流する

「教育のつどい」

教育のつどい「埼玉集会」は、１１月１３日（日）１３時

より県立与野高校で行います。今回は、「ICT教育」分科会

を特設し、全２５の分科会です。コロナ対策を万全にして、

事前申込制です。以下のQRコードよりお申し込みください。

駐車場はありません。上履きもご持参ください。積極的にレ

ポートを書いて、子どもを真ん中に、学び、語り、交流しま

しょう。

「全国集会」に
参加して...

中村さん

分科会への

参加申し込みは

こちらから！！

熊谷/小さな子も一緒に応援

川越/力を合わせ、100筆達成 南越谷/OBも積極的に参加


